
許 箔 の 『 東 國 名 山 洞 天註解記』 と 道数文化史 的 意 味

チ ョ ン ・ ミ ン （佐藤厚訳）

I . は じめに

『東國名山洞天註解記』という本の名前は、 韓 國精神文化研究院（現在の韓

国学中央研究院）の蔵書閣に所蔵される 『臥遊録』に初めて 見 ら れる。 ここ

には号を員質居士とした祥原郡の衡前である趙玄が正徳乙亥年 (1515、 中宗

10) に書いた「東國名山洞天註解記序」と、 僧侶の智光が嘉靖乙丑年 ( 1565、

明宗 20) に書いた「題名山洞天誌解後」 という文章が並んで記されている
・ 1

0

趙玄と僧侶智光の名前は他の文献で確認することができず、 この本の存在も今

まで全く知 られていない。

その内容は、 韓國の各地域に散在した、 道教でいう面車仙たちの居住地である

洞天福地について詳しく紹介し、 各洞天福地の俗名と位置、 各虐を司る慎人仙

官の名前についてまとめたものである。 現在、 この本の質物は｛専わ らないが、

『臥遊録』に掲載された 2 つの文章だけでも、 この本の全謄的な 内容を理解す

るのに十分だ。 この資料は朝鮮前期以降、 独 自の殺展を模索してきた朝鮮道敦

の 自主化努力が具儒化された一つの明 らかな證擁となる。

この資料に興味を持って いたと ころ、 論者は 偶然、 朝鮮後期の 南 克 寛

(1689-17 14) の 『夢嘆集』で、 この本に閣するもう一つの短い文章と出會っ

た。「 題東國名山洞天志」という文章であるが、 ここには 『東國名山洞天註解

記』 の著者を許蒟（ 1569-16 18) と明確に示し、 この本は許箔の偽作であり、

前述の趙玄と僧侶智光も彼が作り出した架空の人物であるという 内容が記され

ている。

南克 寛のこの言葉を信頼すれば、 私たちは相次いで起こる疑問に遭遇する。

許蒟はなぜこの本を書いたのか。 書いた後はどうして 自分を隠し、 架空の人物

を動員してもっとも ら しい神秘的な色彩を被せて一般に流布させたのか。 宣祖

代を前後して流行する神仙偉説、 ひいては道敦文化の擦散と 閣連付けて 、 この
本はどのような示唆を興えるのか。『朝鮮王朝賓録』における彼の謀反事件に

閣連して言及されている 『山水秘記』と、この本は何の閣係もないのだろうか。

南克寛はまた、 どのような根握で本書の著者を許箔と断 定できたのか。 このよ

うな疑問が次々と提起されるが、 本稿はまさにこのような疑問に対する解答を

探す過程になるであろう。

＊ 本 論文は韓國の 漢陽大學
校教授チ ョ ン ・ ミ ン （咽 屯）
氏の 論文 「許笥叫 『東國名
山洞天註解記 』 斗 王正茫
卦朴科 叫 口l 」 (『道教文化
研究』、 韓國道教文化學會、
2000 年 4 月 ） pp.37-70
の 日本 語訳である 。 翻訳を
許可 していた だき ま したチ
ョ ン ・ ミ ン先生に感謝申 し
上げます。

注 1 … 『臥遊録 』 は韓國
精神文化研究院か ら韓國學
資料叢書 1 1 と し て 199 7
年に影印刊行され、 前には
イ ・ ジ ョ ンムク 教授の 解題
が 載 っ ている。 解題でイ 教
授は、 この資料を道家系列
の 山水遊記資料と し て特別
に注目 し、 本 論文を書く こ
とになった き っ かけを作っ
て く れた 。
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『東 國名山洞天 註解記』 は現時貼では賓物が｛専わっていないので、 この本の内

容は 『臥遊録』 に収め られた 2 篇の文章と、 南 克 寛の「 題東國名 山洞天誌」

に依るほかない。 まず、 資料の提示を兼ねて 、 多少長 く なるが員賓居士趙玄が

書いたという序文を讀んでみることにする。

わが朝鮮は偏った土地であり、 昔か ら 辺境と見 られてきたため、 わが國

人も 自 らその卑しさを 固守し、 自 らを蛮族と見、 その土地の中に神山震境

として員人と仙官の治めるところがあることが分か らなかった。 しかし圏

牒が｛専わ らないか らといって 、 嘆かないでお られようか ！ 私は若いころ

か ら 山遊びが好き だったが、 貧しく遠くへ行くことができなかった。 ただ

本道の大きい 山と深い谷を く まな く 行脚し、 人跡の及ばない所にもほとん

ど行ってみたが、 鳥道や途切れた道も、 橋をかけたり く ぼみを掘ってでも

行った。

丙辰年(149 6、 燕山君 2)の夏、奉天嘉に登ったが、 般若峰という山があっ

て 一番高かった。 つるを掴み絶壁にもたれ掛かって千辛萬苦の末、 やっと

その頂上に登ると、 大きな寺があり美しい色が煙びやかに映った。 門を入

ると、 僧侶の群れが 集まって人が来たのを奇異に見ていた。

赤い服を着た天人が殿 閣の上に座っていて私を呼んだ。

「お前は縁があってここに来たのだか ら 言牙るな。 お前は、 その前身

が琳庭を主管した者で、 罪を犯して流刑され、 ここにいるのだ。 私は

東國練理名 山洞天員官である。 ここは海東に冠たる禰地である。 この

間、 上帝が東王公の侍者である羅弘祐員人に命じ、 三韓の地を調べさ

せ、 三大洲 • 五大神嶽・ 九嶽洞天 • 四十三府・ ニ十七島・三十五洞 ・

ー百四十一山 ・ 九十九川に区分し、 それぞれ仙官を分けてその任務を

任された。 私はすなわち可韓丈人、 東垣第六輔官である。 上帝の命に

従い、 東國の事を穂括し治めており、 宣徳辛亥( 1 431、 世宗 13)年

か らここに滞在している。 婆喝王菩薩がこの 山を預かって 寺を大き く

開き、 私に任せて治めて く れることを願うので祠堂の一 ヶ 所を借りて

員人が朝會する場所としている。 東人が神仙員人の足跡を知 らないの

で、 私がそのために本に記して世に｛専えようとする。 いま智額玄鑑老

師が妙香山廣漬寺におり、 よ く 私の文字を讀むことができるので、 お

前がこれを｛専えることができるだろう。」

袖か ら 本を一冊出して く れたが、文字の形は梵字でも策書でもなかった。

また次のように言った。



「君が訪ねて行き、 智顕大師か ら こ の本を も ら え る よ う に な っ た ら 、

八道を く ま な く 回 っ て 注解する よ う に し な さ い。 こ れ ま た天か ら 降 る

意向だか ら 、 背い た ら 譴責する こ と があ ろ う 。」

私が謹んで禰拝 し深 く お辞儀を し、 頭を上げて みる と 、 その寺 は跡形 も

な く 、 ただ荒涼 と し た雑草の生い茂っ た土地に過ぎなか っ た。

急いで降 り て妙香山に 至 り 、 廣済寺を訪ね る と 僧侶が十敷人いる が、 智

額大師 と い う 人 は い な か っ た。 こ こ に 留 ま り なが ら 彼を探す た め に 100

日 が過ぎて も た っ た 1 日 も 怠 ら な か っ た。 嘉所の員ん 中 に 年老い た僧侶

がお り 、 ぼ ろ ぼ ろ に な り 床 に座 り ぶ る ぶ る 震 え な が ら 話 も で き なか っ た。

かわいそ う に 思 っ て温かい汁を興え る と 、 僧侶は全部飲み終えて 次の よ う

に言っ た。

「可韓丈人の地誌は ど こ に あ る んだ ？ 」

私は急いでひざま ずいて證拝 し本を捧げた。 僧侶が こ れを持っ て行きな

が ら 言 っ た。

「お前は来年 の ち ょ う ど 今 日 、 姑射山 の観音寺 に私を訪ねて 来 ら れ る か

ね ？ 」

言い終わ る と 飛ぶ よ う に 去 っ た。 追いかけ たが追いつ く こ と は で き な

か っ た。

私が約束通 り 行 っ て みる と 、 あの僧侶はお ら ず、 一 日 中待っ てい たが来

なか っ た。 ふ と 建物の東の壁の上を見上げる と 、 黄色い風呂敷一つが掛か っ

て い る の で持 っ て き て み る と 、 ま さ にそ の地誌の翻繹を文章で書いた も の

だ っ た。 急いで袖の中 に入れて夜中 に寺に行き、 そ の 山嶽洞府の名 前が付

い た も の を隅々 ま で讀んでみた が、 すべて俗名 と は 同 じ でない上、 主管す

る 者の官職 と 名 前 も ま た前に聞いたのでは ないか と い う 気持ち で非常に 奇

異に 思っ た。

ついに平安道か ら江原道の下の忠清 ・ 慶 尚 ・ 全羅の三道を経て 再び黄海

道に至 り 、 鴨緑江で終え た。 地誌に依握 し て その土地があ る か ど う かを探

し て み よ う と 、 難所を渡っ て波を押 し切 っ て い く ら 深い と こ ろ も行かない

所が なか っ た か ら 、 凡そ 18 年が経 っ て そ の境界をすべて渉猟す る こ と が

で き た。

暇な 日 に 廣済寺の東房で詳 し く 見てみる と 、 地誌の下に俗名の注がい っ

ばいに付け ら れ て いた。 故に本に ま と め、 分け て 四冊 と し、 『東國名山洞

天註解記』 と 命名 し て 、 薬師如来の嘉座の下に 隠 し 、 知音の士が こ れを取っ

て萬代の後に信 じ さ せる こ と を待ち、 震嶽神山を し て奇異な姿を明 ら か に

させよ う と す る 。 も し王が尊崇 し、 祭祀を し て封禰す る こ と があれば、 東

國の民が福を受 け る 時です。 正徳乙亥 （1515、 中宗 10) 10 月 初 l 日 冗

注 2… 『臥遊録』 （韓國精
神文化研究院 ， 韓國學資料
叢 書 1 1 , 1 997) 295 頁 ：
吾朝鮮僻壌也、 自古視以荒
裔、 故我人亦自守其晒、 千
萬年来、 選班夷豹、 不知封
内、 有神山霊境、 員人企官
所治者。 闘牒不偉、 可勝嘆
哉 ！ 僕少 日 喜遊山、 以貧不
得遠行、 只踏本道大山深嶽、

人足不能到慮、 殆遍焉。 鳥
道断践、 柾暫以達。 丙辰夏、
登奉天塁、 山有般若峰、 最
高。 攀羅 附壁、 萬苦千辛、
方捗其顛、 忽有大刹、 金碧
照輝。 入門則僧徒盆集、 怪
其人来。有紅衣天人坐殿上、
招 問 曰 ： 「爾有縁到此、 不
謁也。 爾前身是琳庭主者、
鏑降在此。 吾乃東國継理名
山洞天員官、 此為海東第一

祗地也。 頃者、 上帝命東王
公侍者羅弘祐傾人、 来相三
韓之地、 分為三大洲、 五大
紳嶽、 九 輔 洞 天、 四 十 三
府、 二十七島、 三十五洞、
ー百四十一 山、 九十九川、
各以仙官分領其任。 而吾郁
可韓丈人東垣第六輔官、 承
帝命、 継治東國之事。 自宣
徳辛亥住此。 婆喝王菩薩主
此山、 大修祗林、 請我寄治、
故借禰堂ー 福、 為朝員所。
東人不識仙四之迩、 吾磁為
誌書、 欲偲干世。 今有智額
玄鑑老師、 在妙香山廣清寺、
能辣 我字、 爾 可 催 之也。」
自袖出 一巻以付、 則字蓋非
梵非策。 且曰 ： 「爾能参方、
可受此書於額師、 遍遊八道。
為註解也 、 亦天授、 負則有
譴。」 余奉持作膿於地、 拳
頭則失其刹、 只荒姻蔓草之
地。 憫恨而下、 到香山、 尋
廣渚寺、 則僧徒十餘 ， 無所
謂額者。 因留物色、過十朔、

不悌一 日。 府中有老僧、 檻
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線擁火地坐、凛慄不語。 意

憐之、遺以媛湯。 僧飲詑、

曰 ： 「可 韓丈人地誌、安在 ？」

余遠下拝、取書以獣、僧携
之以去、 曰 ：「君 可於明年
今 日、訪我於姑射山観音寺
也 ？ 」 言詑其去如飛、追不

能及。 余依約而至、則無其

僧、終 日待之、不来。 忽仰
見殿東壁上 、 掛ー黄獣 、 取
視之、 乃繹其誌 ， 而以文書
之。 函納袖中、夜就方丈、
讀遍其山嶽洞府立名安琥、

皆興俗名不同。 而主者官爵

姓名、亦非前聞、心甚異之。
遂自 永安道、達江原下三道 、

還至黄海道、終子鴨江 ． 据
誌書而探其地之有無、躁瞼
冒波、無幽不到。 凡歴十八
寒暑、乃 得盤渉其境。 暇 日
就廣潰東房、獲棄詳考、則
俗名之註子誌下、已満。 即
登干冊、分為四巻、名曰東
國名山洞天註解記、蔵干薬

師座下、以侯知音之士取、

而篤信萬代之下、｛卑霊嶽神
山、 得現異迩。 イ尚有世主崇
敬祠封、則東民受蝦之秋也。
正徳乙亥十月 初一 日。
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以上の内容は次の ようにまとめることができる。 わが國にも神山霊境があり

員人と仙官が治めているが、 わが 國の人々は 自ら蛮夷の卑劣さを 固守してこの

ような事賓を よく分か らない。 しかし、 これを説明する 圏牒が｛専わらないので
一般がこれを知 らないのは残念だが仕方のない事賓だ。

著者である趙玄がこの事賓を知ったのは若い 頃か らの山歩きのた めだった。

149 6年夏、 妙香山の奉天嚢の裏の、 人足が及ばない般若峰の頂上を千辛萬苦

の末に 上がってみると、 意外にもそこには豪華絢爛な大きな寺と数多くの僧侶

が住んでいた。 彼はそこで 自分の身分を東國練理名山洞天員官東垣第六輔官で

あると明 らかにした可韓丈人という天人と會う。 その天人は彼にここが海東に

冠たる福地と知らせて、 玉皇上帝が東王公の侍者である羅弘祐員人に命じて、

三韓の地 を見て、 三大洲・五大神嶽・九輔洞天・ 四十三府・ニ十七島・三十五

洞・ー百四十一山・九十九川に分けて各所に仙官を派遣して管掌させたが、 自

分はこれ らを全て穂括して治めた職分を務めていることを明 らかにした。 もと

もとここは婆喝王菩薩が務めていた所に寺を開いて 自分に任せるので、 禰堂の

片隅を借りて員人 を朝會する場所として使われているということだった。

績いて、 可韓丈人は、 東國の人が神仙と員人の足跡について全く無知である

ことを残念に思い、 東國の名 山洞天とそこ を司る神仙員人についての内容を詳

しく記録し世に｛専え ようとしているが、 妙香山の廣清寺にいる智顕玄鑑老師だ

けが 自分の文字を讀むことができるので、 彼を訪ね、 その後は直接八道 を踏査

し各所を俗名に従って注解し、 みながわかる ようにせ よと命令を下した。

ふと振り返ると寺は跡形もない。 彼は本を持って廣清寺に行き智額大師を探

したが見つか らなかった。 終始気をもんでいたが、 嘉所で火に嘗たりぶるぶる

震えていた老いた僧を哀れみ温かい汁を興えると彼がまさに智顕大師だった。

智額大師は、 1年後に姑射山観音寺に来る ように、 という言葉を残して姿を消

した。 1年後に、 彼は観音寺の東の壁の上にかかった風 呂敷か ら 智顕大師が翻

繹した地誌を探して讀んでみた。 しかし、 そこに書かれた 山嶽洞府の名前は俗

名の ようなものが 一つもなく、 主管者の官職と名前もすべて初耳だったので、

非常に奇異に思った。 その後、 彼は 18 年間、 平安道から忠清・慶 尚・全羅道

を経て黄海道と咸鏡道を経て鴨緑江まで全國を隅々まで踏査し、 指示にしたが

い賓際の位 置を比 定し、 ついに可韓丈人がくれた『東國名 山洞天記』を俗名に

碁づき、 詳細に注解することを完成することができた。 ここで、 これ らを四冊

に分けて 『東國名山洞天註解記』と名づけて薬師如来の嚢座の下に保管してお

き、 後日、 見る 目のある者がそれを讃み、 霊嶽紳山にその奇異な名残をとどめ

させ、 王が尊崇し、 祭事を行わせ、 東國の民に福をもた ら す ようにしたと記さ

れている。

要するに 『東國名 山洞天註解記』とは、 上帝の命 を受け、 羅弘祐員人が三韓

,
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の地を調べてその境界 によって 区分した三大洲 •五大神嶽・九嶽洞天 • 四十三府・

二十七島・三十五洞・ー百四十一 山・九十九川の賓際の地理 上の位置と、 それ

ぞれの場所を司る員人仙官の名称を記したものである。 ところで三大州と五大

神嶽など、 それぞれの居所が具證的にどこを指しているのかは、 現在原本が博

わっていないので全く分か らない。 つまり東國の名 山洞天を大洲 ・ 神嶽 ・ 洞天

· 府 • 島 · 洞 · 山 · 川など八つの範疇に分けた後、 これをさ ら に 3 62 ヶ 所に細分

したものであるが、 割合によって順番を配列したようだが、 それぞれの敷字が

指示する意味や、 それぞれの範疇上の差別は、 序文だけでは推測できない。

玉皇 上帝の命により、 羅弘祐員人が東國の名 山洞天を分類し、 さ ら にここを

継括した可韓丈人が天 上の文字で書いた 『東國名 山洞天記』を智額大師が人間

の文字に繹したが、 これを員賓居士という人物が 18 年間、 八道を回りなが ら

踏査し、 注解を付した本が 『東國名山洞天註解記』なのである。 いわば天 上の

秘記が様々な経路を経て人間に姿を現すよう になったのだが、 道敦的 に潤色さ

れた濃厚な説話的色彩を一見して感じることができる。

次に 請む文章は嘉靖乙丑年(1565)に 智光という僧侶が成仏寺の方丈で作っ

たという「題名 山洞天誌解後」である。 ここでは書名を 『東國名山洞天註解記』

を縮めた 『名 山洞天誌解』と略称している。

この本を書いたのは智顕大師であるというが、 智顕という名前は禰林に

偉わっていないので私も信じ られない。 員賓居士という人は祥原の郡吏で

ある趙玄だが、 三丁一子、 つ まり息子三人に一人は免除する法によって官

役を免れた。 早くに 雨親を亡くし、 その兄とは不仲で、 つい に居士になり

菩薩戒を大髪熱心に守りなが ら 、 ｛介川姑山観音寺に隠れて暮 らした。 生涯、

文字を知 らなかったが、 坐禰して 18 年で闊然と悟り、 筆を操って文章を

書いたが非常 に素晴らしかった。 戯れに博川の郷試に進み、 三場を相次い

で及第してはすぐ去って また隠れた。

嘉靖戊申の年(1548 、 明宗 3)、 私が普賢寺で住職を務めていた時、 趙

玄が訪れ敷日間一緒に 泊まった。 詩を作って私 に贈ったが、 それは次のよ

うである。

法門の中 に大きな慈悲があり、 法門中有大慈悲
千里の妙香山で僧侶に遇った。 千里香山幸遇師
如来のその知 ら せを尋ねようとすると 欲問如来消息未

半 山の明るい月 が深い池に入ったよ。 半 山明月入深池

私はこれ に筆を 投げて唱和し なかった。 おそらく彼はすで に 不二門に

入っているのだろう。 旅立つ時 に手紙を残したが、 次のよう に書いてあっ

た。

「これは私が仙師の命をうけて翻繹したものです。 世に｛専えようと思う
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注 3・ ・ ・ 『臥遊録』295 頁：
此書之撰、 云自智額、 額之
名、 禰林不博、 吾亦未能信
也。 員賓居士者、 祥原郡吏
趙玄、 以三丁一子、 免官役。
早喪父母、 其兄不友、 遂為
居士。 持菩薩戒甚苦、 隠千
｛介川姑射山観音寺。 平生不
知文字 、 坐禰十八年 、 脱然
而悟、 操筆為文、 甚善。 戯
赴博川郷試、 貫三場 中 式、
即去遠隙。 嘉靖戊申年 、 余
住持普賢寺、 玄来訪、 累 日
同宿。 作詩贈我、 曰 ：「法
門中有大慈悲、 千里香山幸
遇師。 欲問如来消息未、 半
山明月 入深池。」 余為之投
筆不和、 蓋已入不二門者也。
臨行以書留之、 曰：「此吾
奉企師之命、 繹之者。 欲博
子世、 師其布之、約以後 日。」
此後十五年壬戌、 沙弾法蓮、
逢於徳川、 顔貌如常、 果異
人也。蕨後切欲逢之、 不得
遇焉。 豊神聖之迩、 不肯久
混於世上耶 ？ 暇日、 骰此書
於筐中 、 讃而尤異之、 護題
子尾云。 嘉靖 乙丑秋八月
二十四 日、 智光老繹、 書干
成佛寺方丈。
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ので大師がこれを配布して後 日を約束してください。」

その後1 5年が過ぎ、 壬戌年(1562， 明宗1 7) に沙弥法蓮が徳川で會っ

たが、 表情がいつものようだったという。 さすが異人といえ る 。 その後も

切賓に會おうとしたが、 會うことができなかった。 神聖なものがどうして 、

この世で長く入り箇Lれ ることを榮しもうか。 暇な 日 にこの本を箱の中から

取り出して讀んでみ ると、 さらに奇異だったので、 本の末尾に題を書いた。

嘉靖 乙丑年( 1565) 秋8 月24 日 、 智光老繹が成仏寺の方丈で書いた •3。

この文で智光は、 可韓丈人の地誌を翻繹した智額大師の名前を禰林で聞いた

ことがないと述べて彼の存在に神秘性を付興した後、 これを注解した員賓居士

については、 平安道祥原郡の街前である 趙玄であ るという。 彼は幼い時に雨親

を亡くし、 兄とは不仲のため家を出て居士になり 、 イ介川姑山観音寺に隠れ住み、

菩薩戒を一生懸命守った。 坐禰して 18 年で闊然と悟り、 戯れに博川郡の郷試

に進み 、 三場を相次いで及第したが、 再び隠れたという。 前で彼の身分を郡吏

と言ったのは及第後、 彼がしばらく博川で術前の役割を果たしたことを暗示し

てい るようだ。

その後、 智光が妙香山普賢寺住職を務めていた時、 趙玄が訪れ詩を贈ってく

れたが、 すでに悟りの境地に入ったようだった。 彼がそっと袖から、 自ら可韓

丈人の命を奉じて注解した 『東國名 山洞天註解記』を取り 出し、 この世に｛専え

ることを依頼した。 その後、 15年後に彼に徳川で會ったが顔が少しも婁わら

なかったという話、 その後はいくら會おうとしても會えなかったという話を付

け加えた。 故に趙玄が 自分にその本を博えた 17 年後の 1565年秋に本の末尾

にこの題僻をつけて世の中に｛専え るようにと言った。

したがって、 員賓居士趙玄が可韓丈人からこの本を受け取ったのは 149 6年

であり、 注解を完成したのがそれから 19 年後の1515年、 この本が智光に

よって世に知られたのはさらに 50 年後の 1565年にな る。 智光の話によ ると

彼は幼くして 雨親を失い、 家を出て18 年間、 観音寺で居士生活をし、 その後

に博川の郷試に及第してしばらく衝前をしたというから、 彼が賓際に可韓丈人

に會った時は早くても 30 歳を過ぎた年だったのだろう。 それなら智光の沙弥

の法蓮が1562 年に彼と徳川で會った時はすでに百歳近い老人だったという計

算にな るが、 智光はその姿が普段と全く隻わっていなかったという。 さらに、

彼が書いたという一編の詩 まで書き、 會った年と文字を書いた 日 付 まで正確に

明らかにして記録した内容に信憑性を持たせようと努めた痕跡が歴然としてい

る。

その内容が信頼でき るか否かには 閣係なく、 以上見た二篇の文章を通して

我々は 『東國名 山洞天註解記』という本が世に出 るに至った背景と、 それに ま

つわ る 逸話を推測す ることができた。 そしてその本の儒裁は、 まず朝鮮八道に

ヽ



散在した名山洞天を各虚所によって大別し、 各慮所を主管する員人仙官の名称

が明記された比較的簡箪な本文と、 その本文の下にある本文の名称が世俗の賞

際の地名でわかるように、 詳細に敷術した趙玄の注解が併記された形で構成さ

れたものと考えられる。 全部で4 冊ということから、 全儒の分量は小さいも

のではない。 その詳しい形式については、 改めて後述することとする。

Il l ． 許箔と 『東國名山洞天註解記』

ところで、 次に誼む南克寛の 『夢唖 集』 に掲載された短い一編の文章は、 こ

の本と閣連した 問題をまったく別の レベルに髪えてしまう。「題東國名山洞天

志」という文がそれである。

許箔が 『道蔵』 の諸書から抜粋して員似て作り編んだので、 高位悉や乙

支黄は ひそかに東明王、 高朱蒙と乙支文徳を指し、 黄木とは梁四公の名前

でもある。 他の者もすべてこれと同様、 序文と跛文もすべて嘘であり、 智

光、 趙玄などの輩も存在しない •4゜ 注 4• • •南克寛 ， 夢唖集 乾 ，

短い文の中にこの本と閣係した多くの内容が取り上げられている。 要するに

『東國名山洞天註解記』 （彼は本の名前を 『東國名山洞天誌』 と記した。）とい

う本は、 許蒟が創作した書物で、 『道蔵』 の諸本からあれこれひき窮し、 それ

らしく作ったものである。 序文と跛文もすべて許箔が作ったものであり、 智光

や趙玄のような輩は賓際には存在しなかった虚構の人物だというのである。

もう一つ、 この文章は、 この本の内容と閣連し だ情報をもう一つ盛り込んで

いる。 ここには各所を司る員人仙官の名前として、 高位窯や乙支黄のような具

儒的な名称が 出るが、 南克寛はこれらも高朱蒙と乙支文徳のような人物を密か

に暗示していることを明らかにした。 言うなれば、 先に趙玄が序文で「主管す

る者の官職と名前もまた前に聞いたことがないかということで、 非常に奇異に

思う」 という部分の具儒的な賓例を挙げているのである。 彼は主管者の官位名

と人名が、 わが 國の歴代に絶大な名残を残した先人の名前と一見してわからな

いように暗号化したに過ぎないと見ている。

この文章により、 『東國名山洞天註解記』 と 閣連した 問題は、 再び完全に原

貼に戻ることになる。 いまや趙玄や智光の問題ではなく、 許蒟が全面に浮上す

るのである。 また、 南克寛は許箔が偽作したこの本の儒裁が 『道蔵』 諸書のそ

れと類似していると述べた。

では南克寛はどうやって 『東國名山洞天註解記』 が許蒟の偽作という事賓を

見抜いたのか。 根撼となる明確な證掠なしに、 彼はこのように断言することは

できなかっただろう。 南克寛は粛宗朝の少論の巨頭、 薬泉南九萬の孫で、 幼い

章 25a : 許箔取道蔵諸書、
踏襲粧撰、 以成此書、 如高
位窯乙支黄尚暗影東明文
徳、 而黄器悉又梁四公之名
也。 餘皆類此、 序跛並偽、
智光趙玄之翡、 烏有也。
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注 5• • •出痰ー歴程一回蹄の
構造か らなる遊歴仙境博説
に閣して は、 李 豊榊「六朝
仙境偉説典道敦之閣係 ， 誤
入興嫡降」 『六朝 隋唐道敦
文學 論集』（ 嚢湾、 學生書局 、
1996 ) と、 同書に収録 さ
れた 「道教洞天説興遊歴仙
境小説」な どの 論文を参照。

注6 ・ ・ ・ 『國繹 ，t星所覆甑薬 』
（民族文化推進會、 1989 )
II 、 88頁参照。
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頃から脚気を患い、 家の中で本ばかり讀んでいたが、 25 歳という若さで夭折

した天才的 な文人で あった。 彼は本のしわを9 回も愛 えたという話が あるほ

ど讀書マニアだった。 そうであれば、彼が 『東國名山洞天註解記』を求め讀み、

その偽造者を許箔と名指しした時は手がかりになるようなものが確かにあった

はずだが、 上に彼が書いた短い文や、 他に彼の文 集からは全く見営がつか ない。

だからといって筆者の立場で、 無条件に彼の言葉だけを信じてこの本の買際

の著者を許蒟と断定し、 この本の意味を推し量ることはできない。 方法として

は許箔の 『't星所覆甑藁』を通して直接、 ｛為造の證擁を探し出すしかない。
賞際、 ｛為作という色眼鏡をかけてこれらの資料を調べると、 まず、 趙玄の別

号を 漬賓居士」 としたことから疑わしい。 あ えて「員賓」 を前面に 出したの

は、 つ まり員賓では ないことから来る 自意識の骰露と考 えられ、 平安道祥原郡

の一介の衝前が、 それも 18年間菩薩戒だけ一生懸命修行した居士に過ぎなかっ

た彼が、 ある日、 急に文理を悟って郷試に績けて及第したということも信じら

れない。 さらに、 彼が直接見聞したという多くのことは、 典型的 な道敦の仙境

説話の構造にそのまま従っている •5 。 そして跛文を書 いた 智光は妙香山普賢

寺の住職を務め、 趙玄が敢えて彼を訪ねるほど身分と道力が高かったにもかか

わらず、 仏教史において彼の 存在は全く現れない。 文證面でも 2編の文は大

差ないので、 大儒このような情況だけでもこの本が員賓に基づいて作られたも

のでないことは容易に見営がつ く 。

問題はこの本を作った者が他ならぬ許箔という貼におかれている。 賓際、 許

蒟の 『』t星所覆甑藁』を 『東國名山洞天記』の観貼から細かく誼むと、 我々は意

外にもこれに闊連し だ情報を多く得ることができる。 以後、 これについて具儒

的に取り上げ、 前の南克寛の主張の持つ信憑性を確認して みることとする。

まず員賓居士趙玄と関わる問題だ。 『』t星所覆瓶藁』巻 6 には「祥原郡王塚記」

という文が載っている 冗 祥原郡とは前に見た員賓居士趙玄が衝前を務めたと

いう場所だ。 内容は、 平安道祥原郡北十里ほどの王山村という場所に王塚が一

つあったが、 1 60 7年 7 月 、 大雨で墓が崩れた。 その時、 村人の趙壁は幼くし

て僧侶となり、文を少し理解する者であるが、彼が村人を率いて行き城中で様々

な遺物を 目 撃した。 墓の中にあった石鐘の上に「神明大王墓」 という五文字が

大きく書かれていた。 趙壁が村の人 々 と一緒に土でこれを再び覆うと、 その

夜、 夢に赤い服を着て金の帯を巻いた神人が現れ感謝の意を偉え、 以後 3 年間、

豊作をもたらしてこれに應えたという話だ。 許蒟はこの話を趙壁から直接聞い

たと言った。

この文に 出る趙壁は祥原郡の人であり、 幼くして僧侶となり、 文を少し理解

するという貼で前に見た趙玄をす ぐに想起させる人物だ。 趙壁は賓在の人物で

あり、「祥原郡王塚記」は賓際に起きたことを記録したもので あるが、 我々は

ここで許蒟が趙壁を念頭に置いて趙玄という虚構の人物を作り出した可能性を



容易 に 推測できる。 特 に、 前 に高朱蒙を高位悉とし、 「高氏の中で地位の高い

人物」と暗号化するという例からも分かるように、 員賓居士という別号ととも

に玄虚・玄妙などの言葉からも分かるように、 「趙玄」の「玄」もまた彼が架

空の人物であることをはっきりと暗示している。

また、 智光の名前が「祥原郡王塚記」のすぐ前 に載っている「原州法泉寺記」

に、 高麗僧侶の智光の塔碑の話をしながら見せている貼も興味深い。 智光は高

麗文宗の時の國師であるが、 許蒟はこれをこっそり借りてきて 『東國名山洞天

註解記』の跛文を書いた朝鮮中期の妙香山普賢寺住職を務めた僧侶智光に化け

させたのである。

また 『't星所覆甑藁』 巻 7 にある「沙淡精舎記」 という文は、 許蒟と 『東國名

山洞天註解記』 との 閣連を示す、 より具證的な心證を興える。 その文の一部を

讀んでみることにしよう。

南原は昔の帯方 國である方丈三韓であった。 秦の時代から方士たちは三

神山が東海の中にあり、 そこに神仙と不死の薬があると言ったが、 君主と

してこの言葉をよくここに置く者がいなかった。 私がかつて 『五嶽員形 圏』

および『洞冥記』『十洲記』 を得て考察したところ、 三 面車山が東海にある

と記されているが、 わが國 を除いてここ にはありえず、 そのいわゆる方丈

にあるというのはすでに帯方にあるので、 温洲・蓬莱もやはり金 剛山と妙

香山の外からは抜け出せないに違いない。 もしそうだとすると、 そこは神

震な区域で人は十分に登れない場所だから、 必ず上 に本営の上員・天仙が

いて、 福地 を掌握し洞天を受け持ち、 その仕事を治めているが、 この世に

これを知る者がいない。 このような員仙の輩が箇Lれたことを嫌って、 手を

横に振りながら會おうとしなかったのではないか？ それとも人間が 自

ら縁が薄くて到達できないのか？ これは分からないことだ 文 注 7… 『國繹 ＇t星所覆甑藁』
（民族文化推進會、 1989)

許笥はこの文章で 『五岳員形 圏』 と 『東明記』、 『十洲記』 などの中 國の古記 II巻、 115 頁参照。

を得て讀んでみたという。 このうち 『十洲記』・ 『東明記』などは 『道蔵』 の中

に載っている。 彼は中 國の古記に書かれている三 神山が韓 國にあると断 定し、

方丈は智異山を、 温洲は妙香 山を、 蓬莱は金 剛山を表していると考えた。 また、

その頂上、 人の出入りができない場所には神震な区域があるため、 上員・天仙

が福地を掌握し洞天を担営し治めているが、 世の人々にはこれを知る者がいな

いという。 ところでこの内容は、 前に見た趙玄の 『東國名山洞天註解記序』 の

内容とその趣旨が似ている。 いわば 『東國名山洞天 註解記』 は、 許箔が「沙埃

精舎記」の上記の部分を書きながら抱いていた思いを具儒化したものとも見る

ことができる。

この他にも 『東國名 山洞天註解記』を許笥と閣連付ける決定的な資料がもう
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一つある。 道敦の修練小説といえるほど道士の内丹修練の過程を詳しく描窯し

ている 『南宮先生｛専』 がまさ にそれである。

姦通した妾と幹部を殺し、 殺人犯として護送される 途中で逃げ 出した南宮斗

が太白山に行く 途中で宜寧にある野庵に 泊まるのだが、 観相だけで 自分のすべ

てのことを鴬てる異僧に會って敦えを求めると、 彼は茂州の雉裳山 にある 自

分の師を訪ねることを勧める。 これ に南宮斗は方向を髪えて雉裳山に到着し l

年以上、 山全儒を探しながら敷十の寺院をくまなく探し回ったが、 異僧に出會

う ことはできなかった。 この部分はまるで趙玄が可韓丈人の指示を受けて智頗

大師を探し回る光景を連想させる。

苦努して仙師長老に出會った南宮斗はあ らゆる困難を乗 り 越え、 内丹修練に

入 り 大きな成功を収めたが、 最後の段階で慾念が沸き起こって泥丸が燃えたた

め、 ついに神胎をつくることができず、 地仙の境地 に 留まってしまう。 南宮

斗が後 に長老にその出所を尋ねると、 仙師は 自分が櫂幸の 曾孫で、 煕寧 2年

( 10 69) に生まれ、 14 歳で癬病にかかって捨て られ、 虎穴の中で草羅と い う

草を食べると瀬病が 自然に治ったとい う 話を聞かせてくれた。 その後、彼は太

白山の頂上にある祠房を訪れ、 老いて病んだ僧か らその師の秘訣書を博え られ

た。 その本は新羅の義湘大師が中 國の正 陽員人からも らったとい う 秘訣で、『黄

帝陰符 経』・ 『金碧龍虎経』・ 『参同契』・ 『黄庭内外経』・ 『雀公入薬経』・ 『太息心

印』・『通古 定観』・『大通消浮』 などの経典であった。 その後、 11年の修練の末、

ついに 神胎を作 り 上仙に なって天上に上ろうとしたが、 上帝が東國の三道諸神

に従えとい う 命令を下したため、 ここ に約500年間留って いると言った。 こ

の内容もまた、 趙玄が般若峰を千辛萬苦の末に登 り 、 可韓丈人か ら 秘訣書であ

る『東國名山洞天地』 を博授しても らい、 可韓丈人の出虐を聞く内容を紡彿と

させる。

最も興味深いのは、 長老が三道諸神の朝會を受ける場面だ。 山奥いっ ぱい に

敷千敷萬の燈火が員書のよ う にかか り 、 奇異で奇怪な姿のあ らゆる獣敷百頭が

現れ、 指揮する旗を持った金 童玉女敷百人と旗識槍剣を持った軍 隊 l 千 人餘

り が取 り 囲 む中、 諸神たちが順番 に華やかな服装で到着する。 諸神の朝會の順

番と名称を整理すると、 次のとお りである。

三大神君 ： 東方 極好林・廣霞・紅嘆山

五洲慎官 ： 蓬壺・方丈・圏嬌・祖洲・温海

十島女官 ： 東南西海 長離・廣野・沃焦・玄朧・地肺・捜員・

女几・東華・仙源・琳宵

七道司命紳将 ： 天印・紫蓋・金馬・丹陵・天梁・南曼 ． 穆洲

五大神将 ： 丹 山・玄林・蒼兵・素泉・赫野



五神所統山林藪澤嶺漬城隆諸鬼伯鬼母 ： 五百餘名

言わばこれらは東國三道諸神の名称だ。 一般的に神仙たちの社會は徹底した

官僚制による位階が厳しい 集団である。 三大神君・五洲員官・十島女官・七道

司命神将・五大神将と五大神将の管轄下にある山林藪澤嶺潰城陸諸鬼伯鬼母た

ちの間には、 厳然たる位の差が存在する。 三大神君の場合、 長老が立ち上がっ

て手を合わせると、 三大神が二 度證をして退き、 五洲慎官の場合、 長老が立ち

上がるだけで神々は二 度稽をして退く。 しかし十島女官は座って禰を受け、 七

道司命神将は祠をせずに退き、 残りの五大神将と鬼伯鬼母たちは並んで4 回

證をして退く。 名称から見ると、 神君が最も高く、 員君と女官がその次であり、

その他に神将と鬼伯鬼母たちは最も下層の品階に該営する。

ところで『南宮 先生偉』 に見える三道諸神の 品階と名称が、 前の『東國名

山洞天註解記』 に見える三大洲・五大神嶽・九輔洞天・ 四十三府・ニ十七島・

三十五洞・ー百四十一山・九十九川の證系と非常に類似しているという事賓が、

私たちの 閣心を引く。 『南宮先生偉』に照らすと、 三大洲の場合、 営然三洲員

官がいるはずであり、 五大神嶽には五大神君がいなければならないはずだ。 ま

た九輔洞天と四十三部にはそれぞれの神将がいるであろうし 、 二十七島には女

官が、 その他に洞と山と川には必ず山林藪澤嶺漬城陸諸鬼伯鬼母たちが役割を

分担し管轄している内容が 『東國名山洞天註解記』 に詳細に書かれていたもの

と見られる。

このように見ると 『東國名山洞天註解記』の員の著者を許筋と断 定した南克

寛の主張が、 何の根握もなく出たものではないことがより明らかになる。 具證

的に確認することはできないが、 南克寛はこれらのほか、 この本の偽作者を許

箔と断 定できる根握をさらに持っていたと考えられる冗 結局、 『東國名山洞

天註解記』は、 許蒟が架空の人物を前面に 出して書いたことがほぼ確賓となっ

た。

いま や残る 問題は、 なぜ許箔は苦努して本を著しながら、 架空の人物を前面

に出し、 もっともらしく包装して世間に廣めようとしたのか、 という貼である。

これは『東國名山洞天註解記』の創作 目的を推し量ることと閣係する。 これを

付 度するには まず許蒟がこの本を生涯のどの時期に書いたのかについて調べる
必要がある。

趙玄のモデルになったであろう趙壁が「祥原郡王塚記」に 出、 その他に「 沙

漢精舎記」と 『南宮先生博』がすべて『東國名山洞天註解記』の内容と閣連が

あると見て、 『東國名山洞天註解記』がこれらの作品より後に書いたと考える

のは 自然である。 祥原郡で幼い 頃から僧をしていた趙壁に直接會い、 「祥原郡

王塚記」を作る前に、 偶然、 同じように祥原郡の人で、 幼くして寺に入って居

士となり、 18 年で文字を悟った趙玄という人物を想定することはできないか

注 8 …南克寛は許箔につい
て 閣心が高か っ た ら し く 、
彼の 文集 である 夢唖集坤、
章 32b で、「公州人吏偉説、
許箔為牧、 毎街罷、 躁履階
除、 負手長詠、 贅調消違、
若憂哀玉 望之者謂天人也」
といっ た記録が偲わ ってい
る。
前に提示 し た様々 な編文

の 他にも 、 例えば 『恨所覆
甑藁』巻 14に収録さ れて
いる 大嶺山神賛の ような文
章は大闊嶺の 山神と して崇
め ら れる大将軍 ・ 金庚信を
漠州府司で祭祀すると、 霊
験を 露にし た こと が記 さ れ
ている。 こ こに見え る金庚
信の 場合も、 前の 高朱蒙や
乙支文徳の 場合の よ うに、
名称が異なるの で、 『東國
名山洞天注解記』の 中 で 高
い品階の 員官と して載って
いる ものと見える。
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注9 … 買際、 『南宮先生偲』
も 『 東國名 山洞天注解記』

に照 ら し、 許箔が加減な く
南宮斗の話を そ の ま ま書い
た わけではないと思う。た
と え南宮斗が賓在の人物だ
と して も、 許蒟は こ こに自
分が知っていた 神仙故事と
内丹修練に関す る知識を純
動員 して小説的誇張と潤色
を 経てこの作品を創作 した
ものと思われる。
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らである。 祥原郡で王塚が崩落したのは1 60 7（宣祖40)年 7 月 で、 その後

3 年連績で豊作を迎えたとあ り 、 趙壁が許蒟を訪れたのはその後であるから、

少なくとも「祥原郡王塚記」は1 609（光海 l)年以降に作られたことになる。

また 『沙漢精舎記』は、 許箔が 科挙試験に甥を不正合格さ せた疑い で咸悦

の地に流刑された時期に作られた作品であるが、 彼が流刑さ れたのが1 610年

12 月 であるから、 この文章もまたその後に作られたことが明らか であ り 、 『南

宮先生偉』は公州 で罷免された後、 扶安に住んでいた1 608 年、 南宮斗に會っ

て聞いた話を後 に整理したものであ る 冗 このよ う に見 ると、 許笥が『東國名

山洞天註解記』を書いた時期は早くても1610年以降であ る ことは間違いない。

しかも、 4 巻に達する膨大な分量の著述は創作にかな り の時間がかかったに違

いない。 そうすると、 この本の完成は少なくとも1 610年から1 、 2年が過ぎ

てから可能になったと判断される。

も う 少し具儒的に見ると許箔は1 610年12 月 、 咸悦に流罪 になって以来

1611年11 月 に島流から解放され、 ソ ウ ルに少し寄ってすぐに全羅北道扶安

に行くことにな るが、 その後161 3 年12 月まで扶安に 泊まった り 湖南地方を

旅行しながら過ごした。 その後、 1614年 2 月、 戸曹参艤 に任命され、 直後、

千秋使として中 國に行ってきた後、 1 615年8 月にも 陳奏副使として中國に行

くなど忙しい官職に就き、 これ以上のんび り とこの種の 執筆に没頭できる状

況ではなかった。 そうならば 『東 國名 山洞天註解記』は、 1610年12 月 から

1613 年12 月 の間、 主に彼の咸悦流罪と扶安滞在時代に行われたことが明ら

かとなる。 併せて創作心理の過程を類推してみると、 「沙深精舎記」 を書きな

がら感じた問題意識と 『南宮先生博』 を創作し、 闊心を持つよ う になった員人

仙官の世界に対する興味が共に作 用 し、「祥原郡王塚記」を書くようになった

きっかけを作った趙壁などの人物を虚構化して、 一つの儒系を備えた博作の秘

訣書を創作しようという欲求にまで骰展したものと見られる。

許箔は周知の通 り1618（光海10)年に謀反を企て逆賊として斬刑された。『東

國名 山洞天 註解記』が少なくとも1 611 年から1 、 2年でようやく完了 できた

という推論が可能ならば、 この本は彼の生涯の後半に書かれたものである。 彼

はなぜこの本を書いたのか。 苦労して作った後、 ど う して匿名で流布さ せたの

か。 彼はこれを通じて得よ う としたもの何だったのだろ う か。 輩純に趙玄の序

文で可韓丈人の 口を借 り て述べてい るように、 東國の民が 自らを蛮族と見、 そ

の領域内の神山霊境に員人と仙官の治めるところがあることを知らないことを

残念に思ったからであろうか。 それとも 『南宮先生博』 で描かれた神仙たちの

世界をよ り廣げ、 儒系化したいとい う 創作への欲望のためだったのだろ う か。

前者ならば、 存在しない事賓を捏造して創作に没頭するような積極的な理由に

はならず、 後者ならば、 自分の名前をあえて隠したことについての説明が難し

くな る。



ところで前に趙玄の序文の終わりで「霊嶽神 山を奇異な名残を現し、 王が尊

崇して祭祀を行い、 封祠があれば、 東國の百姓が福を受けるときである」とし

た主張が我々の注目を 集める。 筆者はここで、彼の謀反と死をめぐる場でしば

しば登場する『山水秘記』 の存在について 闊心を持つようになった。

『朝鮮王朝賓録』 光海4年(1612)9月14 日 付の記録を見ると、 地理學敦

授である引儀李鯰信が、 國都の気運が衰えたため、 交河に遷都すべき だという

上訴を 出したことが載っているが、 彼は同年 11月15 日に再び上訴し、 都城

の王気がすでに衰えたので、 交河県に都城を作るべきであることを様々な識緯

書と方術の記録をもとに強 く 主張した"°。

一介の術官に過ぎなかった李鯰信が、 このような上訴を行うことができたの

は、 光海 5年 1月1 日 と 2月23 日 の 賓録の記事を 見ると、 光海君の密かな

指示を受けて行われたことが分かる。 その後、 李諮信に罪を興えなければなら

ないという上訴と建議が敷百回に達するまで績いたが、 光海君は結局、 李諮信

を庇い、 彼にいかなる罰も下さず、 むしろ賓職を下し、 重要な仕事の決 定に参

加さ せるほど彼に対する信 望が深かった。 光海8 年( 1616)3 月24 日の記

事にも、「狂僧である性智が地理に閣する方書をよ く 理解している」と述べな

がら、 仁王山の麓に王宮の場所を 定めなければならないと主張したことが記さ

れている。

『賓録』を通じて見ると、 光海君は、 昌徳宮を端宗と燕山君が廃置した事件

があったため、 宮殿を移そうという考えが以前からあり、 謀反事件が相次いで

狡生し、 王室をめぐる雑音が止まらなかったため、 民心が大き く 動揺すると遷

都問題を深刻に考慮していた。 このような隙に乗じて 山水秘記や圏識書が横行

することになったが、 李義信の上訴とそれをめぐる論争は、 これまでの事情を

推測するに十分である。

ところで問題は、 許箔も、 謀反と閣連したある事件において、 この遷都説に

深 く 閣興しているという事賓 だ。 『賓録』 光海9 年( 1617) 12月24 日 付の

記事には、 許箔を弾劾する奇俊格の上訴が掲載されているが、 その中で「許箔

は金悌男と共謀し、 都を移そうという議論を主張しました。 識書の本文に無い

語を加えて く第 ーは漢、第二は河、第三は江、第四は海である ＞とあり ますが、

河というのは交河のことでした」という く だりが見られる。 また、 光海 10年

( 1618) 2月9 日には、幼學文義男が、奇俊格と奇 自献の虚罰を要請しながら、

「奇 自猷が方書をた く さ ん 集め、 毎日術師を迎えており、 道銑煉記が羅徳秀の

家にあるという話を聞 く と、 捕まえて く るよう啓請し、 その煉書を得た後に止

めた」 云々という内容と、 同年8 月18 日、 許箔の供述で、 奇 自猷が慶州の蛇

山は千年の王気を帯びた土地であるから妾を盗葬し、 帝王の福を享受しようと

した、 という内容がある事実などから、 嘗時、 このような山水秘記類の 圏識書

が、 王室だけでな く 知識人 集団の内部でも盛んに行われていた事情が分かる。

注10… 以下、 質録に 閣 す
る 内 容はソウル シ ス テ ム
の 邦 諄 本 「CD-ROM 朝 鮮
王朝 賓録」によるものであ
り 、 別途の脚注はつけてい
ない。
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注 1 1 … 『國繹 ＇t星所覆甑藁 』
（民族文化推進會、 1989 )
III、 3 14頁
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許箔は 8月18 日の供 述で、 前の奇俊格の告号党について、「世に｛専わる『 山

水秘記』 はとっ く に世間に 出回ってい ます。 識書を家に保管することは律文に

罪が重いので、 臣は見逃すだけです。 遷都の説は壬子年に 出てき まし たが、 敷

十年前に臣が どのようにあ らかじめ勝手に添加できるでし ょ うか。」と言い逃

れをし た。 しかし 8 月 22日、 弘文館の館 員 たちの連名 上訴文では、「天が生

んだ怪物である許蒟が 200年の宗廟と社稜に災禍を転 嫁させようとし た前後

の凶悪で秘密な状況について、 誰もが心の中で嘆いてい まし たが、 口では言え

なか っ た だけです。 … …許笥が一生の間に犯し た ことはあ らゆる悪行 を備えて

いるのに、 常道 を裔Lす醜態は二度と人の道理を期待できない ほどでした。 喪中

に娼妓を連れこんだほか、 怪しいことを興し、 識言を操作することは まさに彼

の得意技であ り 、 箇Lを貪 り 禍を築しみ、 それが及ばないことを心配しているよ

うでし た」と激しい非難を受け、 結局は『秘記』 に依託して譲言を作 り 出し、

密かに遷都の説 を廣め、 凶撃と凶書を張り出して謀反を企てた逆賊の頭と 目さ

れ、 8 月 24 日に八つ裂きの刑に虚されてし まった。

彼を死に追いやっ た謀反事件は、 さ ま ざ まな複合的な内容が錯綜してお り 、

嘗時の政治現賓の複雑かつ微妙な情況と個人的な恨みつ らみの閣係まで絡んで

起こっ た ため、 本稿で本格的に扱う問題ではないが、 許箔の罪 目の中に少な く

とも『山水秘記』に依託して遷都することを主張し、 秘記の内容を一部加筆 ま

でしたという事賓が敷回にわ たって言及されている貼は、 我々の興味を引 く 。

それでは、 彼が加筆までしたという『山水秘記』は、 果 たして『東國名山洞天

注解記』と何の閣係もないの だろうか。『恨所覆甑藁』付録 2 に記載されている、

奇俊格の上訴に対する反論の上訴で許蒟が「この譲言は 20年前の宣祖の時か

らあっ たもので大分昔のことだ」
＊ ］ ］ と言っ たものと｛専え られてき たことか らす

ると、 この『 山水秘記』がすなわち『東國名山洞天注解記』 を指すものとは見

られない。 しかし、 光海4年( 1 612)か ら起り、 幾度とな く 國中 を騒がせ た

遷都説の最中に、『東國名山洞天註解記』 が許筋の手によって書かれ た事賓を

想起すれば、 この二冊の間には何 らかの脈絡があると見て無理はなさそうであ

る。 『東國名山洞天註解記』 の責物がない現状では 断 定できないが、 この本の

中に載っている洞天福地の説明の中に、 このような遷都説をあお り 、 特 定の場

所を暗示する内容が含 まれている可能性は十分であると考え られる。

いずれにせよ『東國名山洞天註解記』の偽作と閣連して、 許蒟はある種の意

圏を持っていたことは明 らかである。 創作時期は、 前後の事情か ら考えて、 遷

都説が熱い争貼となっ た光海5年( 1613)前後の時期であっ たと判断される。

ただし、 許蒟が『東國名山洞天註解記』を書い たことが純粋にわが 國の道教の

自主的な力量 を誇示する ための意 圏か ら 出 たものか、 逆謀と閣連し た不純な 目

的か ら 出たものかを明確に分けて判断することは、 本書の買物が偉わ らない現

在では論者の力量の外にある。



IV . 『東國名 山洞天註解記』の道敦文化史的な意味

許箔の創作と判明した『東國名 山洞天註解記』 は、 ただの偽書に過ぎない無

価値な資料なのであろうか？ そうではない。 許箔の創作であることが明 らか

になったことか ら、 むしろこの資料は韓 國道敦文化史においてはじめて市民櫂

を獲得できると思う。

王朝のはじめか ら持績的な嶺展を繰り返してきた朝鮮時代の道教は、 宣祖 朝

になると、 文化の全面に 突き出し、 非常 に多様で活痰な様相を呈する。 鄭礁は

『北窓秘訣』を残し梅月 堂の『龍虎謂』を繊いで内丹學の正心な理論を整理し、

許蒟は前 に見たように 『南宮先生偉』を書き、 営時盛ん に行われた内丹學の修

練過程を賓在の人物である南宮斗の生涯にのせて説明した。 その他、 柳亨進や

宋天翁という賓際の修練に力を入れた道士の存在が、 営時の文人たちの文 集に

度々取り 上げ られており、 櫂克中は 『金丹吟』のような連作詩を通じて内丹學

の修練過程を詩の形式で説明する一方、『周易参同契演説』 のような注解書を

残している。

澤堂李植(1 584- 1 647) のような謹厳な儒者の手を経て、 『海東偉道録』 ま

たは『海東偉道秘記』 という本が世の中 に 姿を現わすのもこの時期だった。 文

學の分野では許蘭雪軒が 『遊仙詞』87 首をはじめとし、 多くの作品を通して

歴代の神仙の故事を幻想的な筆致で描いており、 李春栄は『讀神仙博 53 首』

を残している。 これ に 績いて張景世も「遊仙詞」 87 首を残している。 この時

代の文人たちの文 集の中で、 いくつかの遊仙詩を 目 にすることは、 さほど珍し

いことではない。 これ らの遊仙文學はすべてが歴代の神仙故事を十分に熟知し

た上で、 個人の叙情を仮託しているので、 営時の文化全般にわたる道敦博説の

流布状況と道敦に対する一般の愛好がどれほどだったのかを推し量ることがで

きる。

その他、 『青鶴 集』と 『梧淡 集』のような道流たちの賓際の修練過程と閣連

した秘記もこの時期を前後して績々と 出現し、 一見、 根損のないでた らめなま

での道教博説を廣めた。 これは 一般の全面的な好評と期待の水準が無 く ては決

して可能なことではない。 特に許蒟の 『東國名山洞天註解記』 は、 道敦の洞天

福地説 に対する幅廣い理解をもとに、 中國と対等な立場か ら、 韓 國にも、 それ

と同じ洞天禰地が各所にあり、 員人仙官が統治している幸福な地であることを

内外に 誇示しようとした意 圏として讀む時、 この本は韓薗道敦の文化の力量を

極大化した時貼で現れる主儒道家の 自 主化・土着化の努力の 一環としてその意

味を興えることができる。

本節では、 前に見た南克寛の 「許箔が 『道蔵』の諸書か ら 抜粋して員似て作

り編んだ」といった発言と 閣連して、道教傭来の洞天福地説 について簡箪に 見、

注 1 2… 洞天福地説に闊す
る 議 論 は、 三 浦 國雄、 洞
天福地小 論、 道教學探索
第 6 章 （ 塁 濁 國立 成 功
大學 歴 史 系 道敦研究室、
1 992) 、 233-278 頁 と 李
豊栴、 誤入興諦降 ー 六朝 隋
唐道教文學 論集（棗滑 學
生書局、 1996) の 中の 六
朝道敦洞天説興遊歴仙境小
説と六朝 仙境偉説興道敦之
閣係 ， そ して趙有贅ほか共
著 ， 生死 ． 享楽 ． 自 由（壼滑
雲龍出版社 ， 199 1 ) 中の 第
6 章、 神仙境界興凡人企羨
がよい参考 と なる。
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注 1 3• • • 司馬承禎 『 洞天禰
地 天 地 宮府 園 』 （『 雲笈 七
鍛 』 巻 27、 『正統道蔵』 第
37 冊、 太玄部 （塁 滉 ： 新
文豊出版社 ， 1987 ) : 夫道
本虚無因、 悦惚而有物氣元
沖、 始乗運化而分形。 精象
玄著、 列宮閲於消景 ； 幽質
潜凝、 開洞府於名 山 … 誠
志枚勤、 則神仙應而可接 ，

修錬克著、 則龍鶴乗而有期
至於天洞。
この よ うな消景名山に運化
に乗って忽然と 開かれる宮
閥洞府は常に髪化す る 中 に
あり、 縁のある者の 前で一

瞬その姿が現れる。 前に趙
玄が 可韓丈人か ら指示を 受
けて 禰拝 して 顔を 上 げ る
と、 寺は姿を 消 し雑草だけ
が 生い茂っている だけだっ
たという 言及や、 その 他の
数多 くの仙境説話で一度そ
こを 出た 後、 再び訪れる こ
とができ なか ったという 言
及はすべて この ような意識
の反映である。

注 14•• • 司 馬 承禎前掲書：
太上曰： 十大洞天者、 虚大
地名 山之間、 是上天遣群仙
統治之所。 其次三十六小洞
天、 在諸名山之中、 亦上仙
所統治之虚也。 其次七十二
福地、 在大地名 山之間、 上
帝命員人治之、 其間多得道
之所。
こ こで10 大洞天と 36 小
洞天を 司 る上仙は、 神仙の
中でも最高の境地である 天
仙を、 72 福地を 治め る 員
人 は 地仙を そ れぞれ指 し、
洞天と禰地の 間にも厳 しい
位階がある ことを 示 してい
る。
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許蒟がこの本を著述し、 参考にしたような 『道蔵』 の諸書の證裁を通じ、 逆に

『東國名 山洞天註解記』 の具髄的形式を推論してみよう。

洞天福地とは、 名 山勝地の深い所に位置している神仙たちが居住するという

別世界をいう
＊ 1 2。 唐代の上清派の天師だった司馬承禎 （64 7- 735)は、 その『天

地宮府圏』 で各所に散在している 10 大洞天と 3 6 小洞天、 72 福地を紹介しな

がら、 その序文で「道は本来、 虚ろで因がな く 、 悦惚と して物氣が溢れており、

機運の調和に乗り形 状が分かれる。 精象が玄明に明らかになって清景に宮 閥が

増え、 幽質が潜凝して名 山に洞府が開かれる」と言い、 さ らに「誠賓に道を修

すれば紳仙も感應して迎接することができ、 修練を成すと龍と鶴に乗り天洞に

至ることができる」と述べる
＊ 13。 績いて、 10 大洞天は「大地名 山の間にあり、

ここは上天が群仙を派遣して統治するところ」 と言い、 3 6 小洞天は「様々な

名 山の中にあり、 また上仙が統治するところ」と述べ、 72 福地はその次の場

所で、 「大地名 山の間にあり、 上帝が員人に命じて治めさせ、 その間には得道

することが多い」 と述べている •1\

以後、 3 6 洞天、 72 福地の説が具儒的な地名と共に様々な文献で議論された

が、 唐末五代の道士・杜光庭 （850-933) が作った 『洞天福地嶽漬名山記』 は

その代表的な著述の 一つである。 彼はこの本で司馬承禎の 『天地宮府圏』 を

さらに擦大して天上玉清の上の大羅天の下の玄都玉京山をはじめ多 く の 山と三

境之山、 そして十洲三島五嶽、 中國五嶽、 十大洞天、 五鎮海漬、 三十六靖薩、

三十六洞天、 七十二福地、 蓋化二十四などと、 さらに詳細に敷術して 、 その範

囲を地上だけでな く 、 天上や海上にまで攘張させた
拿 1 5

許箔が 『東國名山洞天註解記』 を作るに際して主に参考にしたのは、 まさに

司馬承禎の 『天地宮府園』 と杜光庭の 『洞天福地嶽漬名 山記』 だったものとみ

られる。 このほか、 『道蔵』 に収録されている東方朔の 『十洲記』 と 『洞冥記』、

杜光庭の 『録異記』、 そして北宋の道士・李思聰の 『洞淵 集』 に掲載されてい

る禰地洞天と閣連の記録なども主要な参考資料にした
・ 16。 特に「南宮 先生博」

に見える三大神君の管轄下にある廣霞山と紅映山は他の所には見えず、 杜光庭

の 『洞天福地嶽漬名 山記』 に天上の玉清の上大羅天の下に位置した諸 山の一つ

で紹介なっていることか ら 、 特にこの本は「南宮先生博」 の創作にも活用 され

たことが明らかだ。 その他に『洞天福地嶽漬名 山記』で十洲三島五嶽の中で様々

な山として紹介されている方壺・沃焦・蓬莱・員嬌・穆洲・地肺・祖 洲・長禽 ．

廣野・金華・紫空・玄洲などの名称は、「南宮 先生博」では、 蓬壺・方丈・沃焦・

圏嬌 ． 穆洲・地肺・祖洲・長離・廣野・東華・紫益・玄瀧などのように、 その

ままか、 あるいは一文字だけ斐えて出ている。 もちろんここには中國側文献に

見えない地名も少な く ない。 先に 『道蔵』 の諸書から抜粋して纏めたという南

克寛の指摘を想起する際に、 『東國名 山洞天註解記』 に出て く るい く つかの地

゜



名 の命名方式 も こ こ では大き く 外れない と 論者は確信 し て い る 。

こ こ で、 こ れ ら の本において、 各所の地名 を紹介す る方式を参考にする こ と に

し よ う 。

[ 1 ] 温洲 は東海の員 ん 中 に あ り 、 土地 は 四角 で四千里で あ る 。 大抵、 會

稽 と 向 き 合 っ て い る 。 西岸か ら 70 萬里を行 く と 、 上に神芝 と仙草が育ち、

ま た玉石があ る がそ の高 さ が千丈に も な る 。 泉が湧 き 出 て い る が、 それは

酒 の よ う に 甘 く 、 こ れを名 け て玉醗泉 と 言 う が、 こ れを敷升だ け飲む と 、

ふ っ と 酔っ て人を長生 さ せ る 。 洲の上に は仙家が多い。 風俗は呉の 人 と 似

て い て 山川 は 中 國 と 同 じ で あ る
拿 17

0 

[2] 東岳泰 山 は 嶽神が天斎王であ り 、 仙官 と 玉女9 萬人を従え る。 山 は

周囲が二千里あ り 、 衰州奉符県に あ る 。 羅浮山 と 括蒼山を佐命 と し、 蒙山

と 東山を佐理 と す る
拿 18

0

[3 ] 第一 地肺山。 江寧府 と句容県の境に あ る 。 昔、 陶隠居が隠れ住んだ所

であ り 、 員人謝允が こ こ を治める
・ 19

[ 1 ] は 『十洲記』 の引用であ る が、 こ こ は主管す る 仙官員人の名 前 は な く 、

位置 と 規模、 特産 と 景色に つ い て描窯 し て い る 。 [2] と ［3 ] は 『洞天福地岳

漬名 山記』 と 『天地宮府圏』 か ら それぞれ一つずつ任意に選んでみた も のであ

る 。 やは り 位置を比定 し て お り 、 こ こ は主管す る嶽神 と 仙官の名前を明 ら かに

し て い る 。 先に 南克寛 の言及か ら 、 『東國名 山洞天註解記』 の叙述證裁は 「2」

と 「3」 の方式を と る が、 分量が 4 巻に達す る こ と か ら 、 本文の説明 が よ り 詳

し く 、 本文 と は別に注解の形式を借 り て 、 賓際の地名 を比定 し た 内容が比較的

詳細に書かれた も の と 判断す る 。 そ し て 、 その注解の内容は 『東國輿地勝覧』

な どの諸書を参考に し た上に、 若干の神秘的色彩を加え た も のであ っ た は ずで

あ る 。

賓際に、 韓國で洞天禰地を訪ねる 仙境求尋説話が文献 と し て初めて確認 さ れ

る の は、 高麗中葉の李仁老の 『破閑集』 に 見 え る 青鶴洞の話か ら だ。 その後、

こ の よ う な洞天福地 と 間連 し た説話は し ば ら く 見 ら れなかっ たが、 朝鮮中期の

宣祖代か ら 前後の時期 に な っ て再び登場す る よ う に な る が、 こ れ は一過性の も

の で は な く 、 非常に 多様な様相を呈 し て い る 。 『東國名 山洞天註解記』 の序文

と祓文が載 っ て い る 『臥遊録』 だけ で も 、 こ れ と 閣連す る 諸記録がかな り 多 く

見 ら れ、 以後、 様々 な文献説話に も こ の よ う な洞天福地説話は持績的に現れる

·20。 こ の よ う な洞天福地説話に現れたユー ト ピ ア意識については、 すでに論考

を異に し て検討 し た こ と が あ る ので、 こ こ では再論 し ない こ と と す る 。

注 1 5… 杜光庭 『洞天禰地
嶽洒名 山記』 （偉統道蔵第
1 8 巻、 洞 玄 部、 記 偲 類 ）
に収録されている。 こ の理
由のために、 四庫提要、 子
部道家類存 目 では こ の本に
ついて 「皆神仙幻官之言、
故雖紀山川、 亦不隷之於地
理類」 と 言 っ て下の地理類
の範珀か ら排除す る こ と ま
では しない。

注 1 6 ・ ・ ・ 司馬承禎 『天地宮
府園』 は 『道蔵』 第 37 冊、
太玄部に掲載された張君房
『雲及七甑』 の 中 に 収録さ
れてお り 、 東方朔 『十洲記』
は上記の同 じ本 と 『道蔵』
第 1 8 冊洞玄部に 載 っ て い
る。 杜光庭 『洞天禰地嶽洒
名山記』 と 『録異記』 も ま
た 『道蔵』 第 1 8 冊洞玄部
に 載 っ て お り 、 こ れは李思
聡の 『洞淵集』 にも 福智洞
天に閣する詳細な記録が記
さ れているが、 こ れは 『道
蔵』 第 40 巻、 太玄部に収
録されている。 他にも 『道
蔵』 37 冊、 太玄部に記載
された陶弘景の員詰な どが
禰智洞天 と 闇連 し た主な著
述だ。

注 1 7• • •東方朔 『十洲記』 （
道蔵巻 1 8、 洞玄部 記偲類、
457 頁 ） ： 温 洲 在 東 海 中 、
地方四千里。 大抵是封會稽、
去西岸七十萬里、 上生神芝
仙草、 又有玉石、 高且千丈。
出泉如酒味甘、 名之為玉醗
泉。 飲之数升、 輯酔、 令人
長生。 上多仙家、 風俗似呉
人、 山/ i i如中國也。

注 1 8 ・ ・ ・ 杜光庭 『洞天福地
嶽泊名山記』中國五嶽の 中、
「東嶽泰山、 嶽神天 齊王、
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領仙官玉女九萬人。 山周廻

二千里。 在衰州奉符縣。 羅

浮山括蒼山為佐命、 蒙山東

山為佐理。」

注19·•司馬承禎 『天地宮
府闘』 七十二福地の中 「 第

ー地肺山。 在江寧府旬容縣

界、 昔陶隠居幽棲之虚。 員
人謝允治之。」

注20… イ ・ ジ ョ ン モ ク 教

授は 『臥遊録』 の解題にお

いて、 作者未詳の遊金剛山
序をは じめとし、 成渾の雑
記 2編、 柳 夢寅の 古 香 山
記聞、 檜山洞記、 楊士彦の
冥夢録な どを被世の場所を
提示した遊記類に分類して
言及している。 この中、 筆
者が見たものでは、 古香山
記聞は 『東國名山洞天注解
記』 とも 閣連 する 一面があ
る。 この他、 朝鮮後期の文

献説話に登場 する洞天福地
に 閣 す る議 論は、 イ ・ ジ
ョ ン ウ ン • ジ ョ ン ミ ンほか
『 韓 國文學に 現れたユ ー ト
ピ ア意識研究』 （ 韓 國學論
集） （漢陽大學 韓 國學研究
所、 1996) を参照の こと。

注21… 「遊金剛山序」 『臥
遊録』 39頁 ： 将 尋 八 十 一

福地、 求三十六洞天、 入無

生之界、 登不死之庭、 慮磨
陽之館、 臥薬珠之宮、 春食
朝霞、 夏食浣渚、 咳松食栢、

茄芝服煎、 飯胡麻煮人蓼、
漱雲牙喋玉池、 修丹鼈錬黄

金、 披青嚢銘、 誦黄庭倶、
閲紫庭之詰、 楷碧濠之文、
即中皇経 ： ‘ 服元和除五穀、
必獲磨天、 得 員 訣 ＇ 者也。
跨白鹿騎青牛、 招羽人金衣
鶴、 謁太上玉窟君、 即神仙

訣録 ： ＇ 有天仙地仙、 由地
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と に か く 、 こ の時期に名山勝地 に 員人仙官が治め る 別世界があ り 、 人間の吉

凶禍福を司 る と い う 信仰が、 民間に廣が っ て いた こ と だ け は 明 ら かな事賓であ

る 。 『東國名山洞天註解記』 は、 ま さ に こ の よ う な意識が集大成 さ れて現われ

た結果で あ る 。 た と え純粋で は な い 目 的 を 持 っ て創作さ れた偽書であ っ て も 、

文化史の観貼か ら 見 る と 、 こ の本は営代の民間 に根ざし た道教の影響力 が ど れ

ほ ど強か っ た かを證明す る 有力な證捕に な る 。 賓際、 『道蔵』 に 掲載 さ れ て い

る 福地洞天に 閣す る 著述 も 、 荒唐無稽さ では、 『東國名 山洞天註解記』 のそれ

と全 く 婁わ ら な い。

『臥遊録』 に載っ て い る 作者未詳の 「遊金剛山序」 は1525 （中宗 20 ) 年に

作 ら れ た 山水遊記だが、 こ れに は イ ・ ジ ョ ン ム ク 教授が解題で説明 し て い る 通

り 、 『十洲記』 ・ 『神仙偉』 ・ 『神異経』 ・ 『述異記』 ・ 『道書禰地記』 ・ 『洞冥記』 ・ 『河

園括地』 ・ 『集仙偉』 ・ 『太清記』 ・ 『神仙訣録』 な ど 、 ほ ぼ 100 種類以上の道敦

と 仏教閣係の典籍が穂合的に網羅 さ れて 引 用 されてお り 、 請者の耳目 を圧倒す

る 。 大證 こ の よ う な記録の存在は、 『東國名 山洞天注解記』 以前か ら福地洞天

を追い求め る 意識が持績的 に存在 し 、 嘗時の知識人の道書の誼書の範囲が今 日

の我々 の 一般的な予想を は る か に 上回る廣範囲な も の であ っ た こ と を 明確に確

認 さ せ る も の で あ る 。 こ の よ う な資料に現れた福地洞天に 閣す る 認識について

は は 、 稿を改めて深い検討が必要な部分であ る ため後考に 譲 る こ と と し 、 こ こ

で は そ の 中 の一つの段落だけを紹介 して み る こ と に す る 。

こ れか ら 81 福地を訪れ 36 洞を求めて無生の境 に 入 っ て不死の 庭 に 登

り 、 磨陽館に住んで薬珠宮に横に な り 、 春に は朝霞を食べ、 夏に は浣溜を

食べ、 松 と 柏を食べ、 震芝 と 戒草を食べ、 胡麻で ご飯を作っ て食べて高麗

人参をゆ でて食べ、 雲牙を歯磨き し て玉池を飲み、 丹鼈を磨い て黄金を鍛

錬 し 、 青嚢銘を開いて 『黄庭経』 を唱え、 紫庭の 『員詰』 を請んで碧策の

文字を調べ る。 す な わ ち 『中皇経』 で、 「元和 を食べて五穀を断て ば、 必

ず謬天 に参画 し て員訣を得る 」 と い う 。 白い鹿 と 青い牛に乗 り 、 羽人 と 金

衣鶴を 招 き 、 太上玉窟君に 會 う のは、 すなわち 『神仙訣録』 において 「天

仙 と 地仙があ る が、 地仙が功行を多 く 積む と 、 ついに天仙に上る こ と に な

る 」 と 記 さ れて い る •21 0

全儒 49 頁に達す る 膨大な 山水遊記の全編が、 こ の よ う な方式の道家の文字

で埋め證 く さ れて お り 、 一見す る と 一編の山水遊記 と い う よ り は 、 道家の秘訣

書 を一堂に集めたか の よ う に見え る ほ ど だ。 こ こ に も 既に 8 1 福地 と 36 洞天

の話が現れて い る 。

こ こ で、 嘗時の道敦文化の主證化の努力 と 閣連 し て紹介 し なければな ら ない

も う 一つの資料があ る。 南師古の 『東國分野記』 と い う 本がそれだ。 南師古は



宣祖代の術師で、 彼はかつて戦争や天災地髪が起きても安心して暮 らせるとい

う十勝地を 定めて「南師古山水十勝保吉之地」を説いた『南師古秘訣』を作っ

た人物でもある •22。 南師古は最近でも、 19 60年代以降に作 られた 『格篭遺録』

という偽書の著者と指摘され、 預言者として高名である。 『東國分野記』も、

いまだ學界にはまったく知 られていない資料であるが、 これは分野説に基づい

て韓國の各地域を星座の位置に換算して比 定した本である。

この本は徐有本(1762-1799)の 『左蘇山人 集』に収録される「興金生泳書」

に、 その名が初めて見える。 該常する部分だけ示すと次の如くである。

『東國分野記』は約束どおり窯して送ってください。 世の中に偉え られ

るところでは、これは南師古の作といいます。 およそ分野の主張は『周祠』

に載っていますが、 『星経』がすでに無くなってみると、 今になって根捕

になるのは班固の『漢志』と鄭康成の『證註』及び魏太史令陳卓が作った 『郡

國所直宿度』に過ぎません。 しかし後世の儒者の中、 信じる者と疑う者は

半々です。 しかしわが 國に至っては土地が中 國の地境と互いに接している

ため併せて箕尾の分野に闊します。 さ らに、 韓國の豆粒ほどの土地を分け

て28 宿に分け、 どの村はどの星座に該営し、 どの村はどの星座に該嘗す

る、 というな らば、 これは本営に井の中の蛙が空を覗くことになるといえ

ます。 その主張はまるで虚空を穿着していないものを作り上げるようなも

のかと疑われ、 賓用 に置いて使うことはできそうにありません。

しかし、 地球という一つの貼は、 天個の大きな周りの員ん中にあり、 た

だ大きな池にある小さな穴に過ぎないだけです。 中國で星座により分野を

分けるのは、 それぞれの人の 目が見る方向と向かうことを大まかに分けて

所厩させたに過ぎません。 例えば揚州は星紀に厩し、 薙州は鶉首に闊すと

いいますが、 どうして星紀の順番が揚州に 臨んで終わり、 鶉首の順番は

ただ薙州のみに闊するのでし ょうか。 本嘗にそうな らば、 全ての天、 3 60

度で中國の 12 州をすべて盤くすことになるのだか ら 、 海外の萬國は同時

に大きな宇宙に参加することはなくなるはずですが 、 これが理に適ってい

るといえまし ょ うか。

その理由か ら 、 中國か ら 見る時は中 國の分野があるというこ とであり、

東國か ら 見る時は同様に東國の分野があるということになるので、 それぞ

れにその方位の境界によって、 それぞれがその災祥休咎を 占うことも、 や

はりその理を欺くことはできないものといえるでし ょ う。 南師古の災祥 占

は一度も外れたことがないため、世間ではわが國の郡康節と呼んでいます。

その術法は専 ら星座の形か ら 推測するので、 星座の分野を記録した 『東國

分野記』 というものは、 必ず 自然の法象がそろっており、 決して 自分勝手

に荒唐無稽な言葉を作ったのではないと思います。 しかし、 『東國分野記』

仙積累功行、 遂昇天仙 ＇ 者。

注 22… 許箔 も 『 恨翁識小
録 』 下 （恨所閉甑藁 II1巻、
184頁） で、 南 師 古の 術
法と 予言に閣する逸話を 博
えて いる。
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注 23…徐 有本「典金生泳
書」 （『 左 蘇 山 人 文 集』 巻
3, 章 40) ： 東 國 分 野 記、
依約謄去。 世博此是南師古
所作。 夫分野之説、 載在周
禰、 而 星 経 既亡、 今所握
者、 止班固漢志。 鄭康成祠
註、 及魏太史令陳卓所著郡
國所直宿度。 然後儒疑信者
相半。 而至於東國、 則地典
燕境相接、 故併屈之箕尾分。
今又就東土弾丸之地、 割裂
分繋於二十八宿、 曰某州直
某宿、 某邑嘗某宿、 是員井
蛙之窺天也、 其説疑若繋空
杜撰、 不可措諸賞用。 然地
球一鮎、 在天界大園中、 不
翅磐空之於大澤。 中國星野
之分、 各以其人 目所見方位、
所向大概、 分屈而已。 如揚
州屈星紀、 薙州屈鶉首、 登
星紀之次、 止臨於揚、 翰首
之次、 獨配於薙也 ？ 荀如是
則周天三百六十度、 盛於中
國十二州、 而海外萬國並無
興於大園之天界也、 此監理
也哉 ？ 故 自 中國而視之、 則
有中國之分野、 自 東國而視
之、 則亦有東國之分野、 各
随其方位界限、 而各占其災
祥休咎、 亦其理之不可屈者
也。 南師古災祥之占、 百不
一爽、 世稲我東之康節。 而
其術専以星象推測、 則所著
星野之記、 必有 自然之法象、
而決非臆撰無稽之言也。 然
記不分各州所直宿度、 必是
闊文也。 尊於暇 日 、 試検輿
園、 以一度二百里為掠、 如
湖南十二邑、 皆屈角宿、 則
全州等邑得幾度、 灌陽等 邑
得幾度、 逐一分書於各州之
下、 以究前人未卒之業、 則
亦ー事也。 幸留意圏之。

注 24・ ・ ・金泳に闊す る 事賓
は筆者の 「天文學者金泳物
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には各郡に該嘗する星座の 度敷が分かれていないので、 おそらく文章が抜

けているのでは ないかと思い ます。 あなたが暇な 日に輿圏を試しに貼検し

て1 度を 200 里と基準し、 例えば湖南の1 2の郡をすべて角 宿に所恩さ

せたら、 全州などの郡は何 度になり灌陽などの郡は何度になるかを得られ

るので一つ一つ分けてそれぞれの郡の下に書いて、 前人が終えられなかっ

た作業を探せばこれも また一つの事業でし ょ う。 心掛けてこれを 圏ってく

れれば幸いです •230

この手紙を送られた金泳とは、 正祖代の天才的な天文學者で、 幾何學に造詣

が深く、 『中星記』 をはじめとし、 『易象啓蒙』・ 『道敦全議』 など、 敷多くの天

文學と 易學及び道敦閣係の著述を残した人物である •24。 上記の手紙にある分

野説とは古代の 占星術から 出た概念だ。 古代人は天象の髪化が地上に、 ある事

件を起こしたり、 逆に地 上のある事件が天 上の星座に反映されると信じていた

が、 天上の星座の位置にしたがって地上の地域を分けて、 その星座の婁化が即

ちその地域で殺生する、 ある雙化の予徴 になると考えた古代信仰の一つである
•25 

徐有本の手紙の内容を要約すればこうだ。 中國の分野だけに従えば、 わが國

は東北方に置かれており 、 箕尾の分野に圏することになるが、 星座の方向とは

どこ を中心に見るかによって分野が髪わってくるので、 中國には中國の分野が

あり、 我が國には我が國の分野がなければならないのは嘗然のことである。 南

師古が作ったと｛専えられる 『東國分野記』 はそのような貼から見るととても意

味深い本だが、 この本には各郡に嘗たる星座の 度敷が正確に分かれていないの

で、 君の該博な天文學の知識を動員して、 輿圏を貼検し1 度を 200 里と基準

にして各郡別にその分野を正確に表示する作業を引き受けてみたらどうかとい

うものだった。

言い換えれば 、この 『東國分野記』 ば性格が違うだけで、 その意識面では 『東

國名山洞天注解記』 とほぼ同じ軌道上に置かれる著作である。 その著述時期も

この二つの間でさほど違いはないと見られる。 これらはどちらも主證的な文化

力量の向上による 自 己化の欲求を反映している。 またこの 『東國分野記』 は、
一般的に識緯書や預言書の機能に比重が置かれていたものと 上記の手紙は暗示

していることから、 道敦の星宿信仰的要素を確認することができる。 買際に北

宋の道士・李思聰が、 『道蔵』 に収録された彼の 『洞淵 集』 で 3 6 洞天を説明

しながら洞天の位置説明に分野説 を挿入していることは、 そのような閣連を確

認さ せる良い例だといえる
拿26

以上見てきた様々な事賓を穂合すると、 『東國名山洞天注解記』 は、 本来の

許箔の撰述意圏とは 閣係なく、 韓國の道敦文化史において特別な意味 を持つ著

作であることは明らかである。 そしてその土嘉には、 ある天才的な文人のオ気

ヽ
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溢れる想像力 だけではな く 、 前代から累積された道敦の文化儒験から来る底力

があった こ とを記憶しなければならない。

v ． おわ り に

宣祖 ( 1567-1608)・光海 ( 1608-1623) 年間は壬辰倭胤の戦争儒験で地に

落ちた民族意識の主儒的な覚醒が高潮した時期である。 また、 前の時代から持

績的に｛専承されて きた修練道教が文化の正面に 突出する中で、 道敦文化に対す

る一般の認識が高まり、 これに伴い多様な著作が活殺に作られた。 このような

中 、 本稿において今まで全 く 知られていなかった 『東國名山洞天註解記』 や 『東

國分野記』のような本の存在を確認し、 その内容と謄裁、 そして道教文化史的

意味を検討した ことは、 この時期に活性化した道敦の主儒的文化の力量を推し

量る一つの物差しになり得るという貼から、 少なからざる意味を持つであろう。

『東國名山洞天註解記 』 に見られる このような洞天福地についての意識は、

朝鮮後期に至ると 『鄭鑑録』の「三韓 山林秘記」 や十勝之地説に見られるよう

な予言書的性格に愛わりながら、 東學や最近の新興宗教においても後天開闘信

仰と闊連付けられた偉承として織続している。 これらを含め、前後の時期に様々

な文献に博わる洞天福地と 閣連した仙境求尋、 または仙境遊歴の説話を 集中的

に分析し、 洞天福地説の東博の様相と、 そ こに現れた心理の起底を推し量る こ
とは今後の作業として残る。 こうした議論の反復と深化とを通じて、 韓 國道敦

文化史の 巨視的展望が樹立される ことを希望する。

語」『新東亜』99 年2 月 号、
550~556頁で紹 介し てい
る。

注2 5 ・ ・ ・ 陳 遵 嫡 『 中 國 天
文 學 史』 第2 巻 ， 星 象編
（蚕湾 ： 明文書局、 198 5)
177 - 184頁参照

注 26 • • •例え ば、「第三十六
天金華山、 高一千丈、 洞周
廻五百里。名金華洞元之天。
即黄初平員人、 遇赤松子、
叱石為羊、 得道虚。 在婆州
金華縣、 上應婆女星故曰金
華山。」 の よ うに、 ま ず 第
36 洞天である金華山の 境
界を 説明し、 これと 閣連し
た先人の 事蹟を付け加えた
後、 天上の 星座と対應させ
る方式で記述し ている。
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